
 

 

  

 
事務事業(評価単位)の設定 

①評価単位は対象・意図を基準に設定 

※予算上の中事業によらず、事業内容をこ

のシートから読み取れることが必要 

②分かりやすい名称とする 

a.施設の維持管理は「＊＊維持管理事業」 

b.負担金事業で、市が事務局をもつもの「＊

＊運営事業」、他団体が事務局をもち市が参

画するもの「＊＊参画事業」 

c.非予算事務は「＊＊事務」 

③課の一般事務費等は各事務事業に

配賦（できないものは評価対象外） 

対象年度を選択 ※年度選択するとシート中の年度を自動表示 

この事業を行うことにより、ど

んな結果に結びつけるのかを

記入。ハード事業は、全体像や

進捗状況も分かるように記入。 

●年度 用地買収、●年度 実施設

計、●～●年度 建設工事 など 
活動内容(状況)が分かる指標

を設定（活動の量など） 

対象を測る指標を設定 

成果を測ることができる指標

を設定（意図することがどの程

度達成できているか？） 

各指標及びコストは「入力シート」(下

記サンプル)に記入→※自動転記 

※評価シートを年度更新すると数値も合わせ

て変更するよう改正 

対象が限定される場合は

具体的に記入 

作成時点の所属･担当等を記入 

（年度末の作成・新年度の確定） 

評価シート  

サンプル[解説] 

各指標及びコスト 入力シート  

 評価シートのバージョン 

を確認(ver.1.3) 

参考）H29年度施策会議で確認した

施策体系一覧 

[掲載] 行政評価＞(略)＞H30事

務事業評価▶▶▶施策体系一覧 

 

 

 

出力シート(評価シート１枚目)に表示する列番号を選択（要記入） 

※番号選択すると、指標名･数値等を出力シートに自動転記 

※指標を見直した場合など、番号選択しなければ古いデータを残してもよい 

○指標値は、実績(見込)値･計画値を記入 

○事業費は、決算(見込)額･予算額を記入 

※見込値(額)を記入するときは、分かるように記入 

記入例）45,000(概算)など 

※数値の確定欄は、作成時の数値の状態(確定･未定など)メモとして活用 

※指標値及びコストの入力欄において、網掛け部分は入力不要 

 

○延べ業務時間は、次の方法等で算出した時間数を記入（4 月記入） 

「延べ業務時間算出シート」…[掲載]行政評価＞(略)＞H30事務事業評価 

※時間外勤務時間が確定後(4月下旬)、使用できます 

「業務日報」…[掲載]行政評価＞全般 

 

※市民アンケートは 5 月上旬に集計完了の予定です（結果は別途お知らせします） 

※人件費計は、6月頃に人件費単価が確定すると表示されます（単価入力は事務局対応） 

事務事業マネジメントシート  

-１枚目(出力シート)- 

１/２ 

 

※番号選択しないと出力シートには表示されない 

意図は長くせず簡潔に記入 

※複数ある場合は項目を分ける 

～記入例～①■■を□□する｡ 

②●●が○○に取り組む｡ 

 

決算額の内訳を支出項目(費目等)

ごとに記入 

※合計額は右の事業費計(Ａ)と一致 

※非予算の場合「非予算事務」と記入 

 

この事務事業を開始した理由・背

景・経緯などを記入 

活動指標と同じ指標になってい

ないか要注意。事業によって得ら

れた成果（アウトカム）を指標と

することが望ましい。 

第 2 次総合計画の体系（[掲載]行政評価

＞(略)＞H30 事務事業評価▶▶▶施策体系

一覧）で確認し、選択 

※体系選択で上位(施策等)目的を自動表示 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事務事業マネジメントシート  

-２枚目(出力シート)- 

 

 

 

 

 

所管課(担当者)の考えで評価、記入 

-１次評価の実施- 

 

所管課(担当者)において事務事業の１次評価を実施 

○項目ごとにチェックを入れ、理由等を必ず記入 

○記述欄は、論理的かつ簡潔に記入 

評価シート３枚目は、１次評価結果をもとに、庁内的な

２次(３次)評価をするためのシートです 

※所管課での作成は不要 

（ 省 略 ） 

評価シート  

サンプル[解説] 

２/２ 

※評価シート１枚目の成果指標（意図することの達成状況）を確認し、現状から

成果を向上させる余地があるのかどうかを考察してください 

事務事業マネジメントシート  

-３枚目(出力シート)- 

見直し余地がない（政策体系に結びついている、妥

当である、適切である）場合でも、目的妥当性があ

る理由を記入 

改革改善案を記入。 

また、改革・改善を実現する上で解決すべき課題と

その解決策を記入。 


